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研究成果の概要（和文）：研究成果の概要は以下の通りである。 １）東日本大震災被災調査で得られた歴史的建造物
の個別基礎データ（東北6県及び関東5県に所在する約4000棟）を入力した。 ２）非常時に迅速な調査・支援を行うた
めには、平常時での調査・研究体制が重要であり、そのための連携協定を日本建築学会と建築士会連合会との間で締結
した。 ３）データベースの有用性を高めるためにシステムの機能を向上させるとともに、イタリア国立保存修復高等
研究所が作成する文化財危険地図システム(Carta del Rischio)との比較・検討を行った。 ４）研究成果を公開するた
めにシンポジウムを開催した。

研究成果の概要（英文）：The outline of study results are as follows. 1) After the Great East Japan 
earthquake Disaster, about 4000 historic architectures which exist in Tohoku and Kanto district were 
investigated and the individual basic data were input to a data base. 2) It's important to continue the 
investigation and study at the time of normality to do quick investigation and support in case of 
emergency. For the purpose, “Architectural Institute of Japan (AIJ)” and “Japan Federation of 
Architects and Building Engineers Association” concluded a cooperation agreement. 3) The function of the 
system was improved to raise the utility of the data base. The data base AIJ made and the "Carta del 
Rischio" (the cultural asset dangerous map system) that an Italian national preservation restoration 
advanced laboratory made were compared and considered. 4) A symposium was held to exhibit study results.
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１．研究開始当初の背景 

 東日本大震災により東北・関東地方に所在

する数多くの歴史的建造物が被災したが、指

定文化財建造物などの極一部を除き、被災当

時の状態のまま放置されているもの、文化財

的価値が認識されないまま解体されたもの、

文化財的価値を著しく損なうような補修がな

されたもの等々、膨大な歴史的建造物が滅失

の危機に直面している。このような状況は、

地域特有の歴史的・文化的景観が失われてし

まうことをも意味している。 

本研究メンバーは、建築関連諸団体と連携

して文化庁の「東日本大震災被災文化財建造

物復旧支援事業(文化財ドクター派遣事業)」

を通し、東北６県と関東５県に所在する歴史

的建造物の被害実態調査や復旧にあたっての

技術的指導を行った。こうした活動によって

いくつかの問題点が浮き彫りにされた。第一

の問題点は、情報を共有して学会・行政・建

築関連諸団体・所有者が一体となって組織だ

った行動ができるような調査体制を整えるの

に少なからぬ時間と労力を要した点である。

第二は、正確な被害状況を把握し、文化財と

しての価値付け、応急処置や本格復旧工事に

かかる具体的な方法や費用など被災調査・技

術的支援の内容についての問題点である。第

三は、各種の支援プロジェクトに関する情報

を歴史的建造物所有者や自治体関係者と共有

できず、歴史的建造物に関する支援情報が被

災者に十分に伝わっていないという問題であ

る。 

２．研究の目的 

（１）東日本大震災被害調査で収集したデー

タの集約とそれらの活用方法の検討 

東北６県及び関東５県で調査した歴史的建

造物（約 4,000 棟）に関する被災状況や応急

処置方法、実測図、画像情報、史・資料など

のデータを蓄積し、災害時及び平常時にも活

用できるシステムを研究する。 

（２）被災調査・技術的支援の内容に関する

検討 

被災調査時に判明した調査方法・内容、技

術的支援・助言に関する諸問題を分析する。

災害時において迅速かつ有効に調査・支援を

行うための統一した調査マニュアルのあり

かた及び建物の被害程度や腐朽程度と技術

的支援内容や支援情報の提供の仕方について

研究する。 

（３）データベースの活用についての検討 

 東日本大震災の被災調査を通して、研究

者・行政・建築関連諸団体（日本建築家協会、

日本建築士会連合会など）との連携体制があ

る程度整えることができた。震災後は日本建

築家協会による文化財修復塾の開催や日本

建築士会連合会のヘリテージマネージャー養

成の動きなどが活発化している。大規模災害

時での被災調査及び復興支援は、異なる団体

との協働が必須である。本データベースを核

とし、文化財に関わる行政と歴史的建造物所

有者、研究者及び学会、建築関連諸団体の４

者が協働できるネットワークのあり方を研究

し、災害時における迅速な活用及び平常時に

おける文化財保護行政、まち作り・観光、生

涯学習などの面での活用についても検討する。 

３．研究の方法 

（１）東日本大震災被災調査で得られた歴史

的建造物の個別基礎データの集積 

東日本大震災の被災調査で得られた東北６

県及び関東５県に所在する歴史的建造物(約

4,000 件)の被災状況や応急処置方法、画像情

報などをデータベースに集積。被災調査の際

に発見した史料や過去に行われた各種調査の



報告書等に記載された歴史的建造物で未入力

のものをデータベースに追加。文化財に指

定・登録されていないもので地域の景観形成

上または建築史上重要と考えられるものを選

定し、位置情報・写真情報・図面などの基礎

データを収集。 

（２）被災調査時に判明した調査方法・内容、

技術的支援の諸問題を分析 

被災調査時に作成した 4,000 棟以上の建物

の調査シート及び技術支援の内容を分析。調

査・支援を行うための統一した調査マニュア

ルのありかた及び建物の被害程度や腐朽程

度と技術的支援内容や支援情報の提供の仕方

の成果を用いたワークショップを開催する。 

（３）データベースの活用と可能性の検討、 

連携研究者や研究協力者らが進めている活

動との連携のありかたを研究すると共に建築

関連諸団体（日本建築家協会、日本建築士会

連合会など）とワークショップを開催し、デ

ータベースの活用方法及び将来に向けての改

善点などを検討。 

（４）研究成果の公開 

データベースの公開し、研究期間の最終年

度にシンポジウムを開催し、研究成果を公表。 

４．研究成果 

（１）東日本大震災被害調査で収集したデー

タの集約とそれらの活用方法の検討 

 東日本大震災被災文化財建造物復旧支援事

業（文化財ドクター派遣事業）などの被災調

査で得られた東北６県及び関東５県に所在す

る歴史的建造物（約 4,000 棟）の被災状況や

応急処置方法、画像・図面、関連する文献な

どの情報を本研究で構築している「歴史的建

築総目録データベース」に取り込んだ。総デ

ータ数は 2016 年 4月 12 日現在で、49,588 件

となった。 

（２）被災調査・技術的支援の内容に関する

検討 

 大規模災害などの非常時に迅速な調査・支

援を行うために重要となる平常時での調査・

研究体制について日本建築士会連合会や日本

建築家協会と検討した。各県単位での体制は

建築士会連合会によるヘイリテージマネージ

ャーとの連携が有効で、地方単位では日本建

築家協会の文化財修復塾との連携を進めてい

く必要性が明らかとなった。2015 年 8月には

「歴史的建築総目録データベース」を相互利

用して、歴史的建造物の調査と情報の共有を

目的とする連携協定を日本建築学会と日本建

築士会連合会との間で締結することができた。 

（３）データベースの活用についての検討 

 データベースのシステムの充実としては、

建築物の時代区分、構造形式、所在地などの

諸条件を or 検索できるようにし、さらに

around me 機能を強化し、現地での実用性を

高めた。また、2015 年 10 月には文化財防災

体制についての国際比較研究で東日本大震災

における「歴史的建築総目録データベース」

の活用とその後の状況について報告し、イタ

リア国立保存修復高等研究所が作成する「文

化財危険地図システム（Carta del Rischio）」

との比較・検討を行った。 

 個々の地域・県における成果は以下の通り

である。 東北地方では、県単位としては秋

田県建築士会、宮城県建築士会によるヘイリ

テージマネージャー養成講習会で、地域単位

としては日本建築家協会による文化財修復塾

を山形県（国史跡慈恩寺）で開催し、歴史的

建造物の実測調査方法及び地域の文化財建造

物の再発見などの講習を行った。石川県、富

山県における建築調査や講習会などの機会を

通じて、地域の建築士や地方自治体職員と本



データベースの活用方法や、災害時における

歴史的建造物の復旧支援について情報交換を

行い、各地域での協力体制の構築について検

討を行った。一方で、平成の大合併により広

域化した市町村では行政職員の人手不足が著

しく、協力可能な建築士も県庁所在地や人口

の多い地域に偏る傾向があることから、山間

部や半島端部において協力体制の構築が困難

であることが課題として残った。 

（４）研究成果の公開 

 2016 年 1月に建築会館（東京都港区芝）に

おいて、「日本建築学会編歴史的建築総目録デ

ータベース・システムの現況と今後の活用～

日本建築士会連合会との協力協定締結を受け

て～」と題するシンポジウムを開催した。 
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